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項目 新卒採用人数

２０％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目
梱包資材のプラスチック使用率
(年間使用量ベース)

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

新卒者採用実績
2021年　未採用
→2024年　実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年　70％

未達成　　置き換え可能なものから随時転換をおこなって
いますが、まだ当初の目標には到達できていません。引き
続き目標達成をめざし努めてまいります。

項目
省エネ性能の高い電動機器への
更新率

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

人口流出抑制のための地元出身新卒者の積極雇
用及び中途採用の実施

現状（2024年） 更新時（3年後）

2024年　25％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

実績なし

前期の指標に対する実績

1名
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

電動機使用機器を省エネ性能の
高いものへの更新(台数ベース)
2021年20％→2024年50％

前期の指標に対する実績

エネルギー消費量の削減

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

達成　工場内機器で置換可能なものについてはほぼすべ
て省エネ機器への更新が完了しました。引き続き、エネル
ギー消費量を減らす取り組みをおこなっていきたいと考え
ています。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
未達成　地元自治体が展開している学生向けの会社案内
などに情報提供はおこなってはいますが、TSMCやそれに
関する企業の進出・拡大により、人材が流れていることが
一因と思われます。

2024年　新卒者採用できず

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・グループ企業である株式会社山鹿釣具と事業所所在地を同じくしており、企業活動が及ぼす環境・社会・
経済への影響を共有しています。使用する材料を環境負荷の小さいものへ転換したり、地元出身者を積極
的に採用したりなど、密に連携して事業を進めております。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

梱包資材の非プラスチック材への転換
梱包資材のプラスチック使用率
(年間出荷量ベース)
2021年30％→2024年15％

人口流出抑制のための地元出身新卒者の積極雇用及び中
途採用の実施

経済

環境

事業者名 株式会社リップル

当社は「釣竿」という自然を相手にする製品を製造しているからこそ、製造工程から部品および製品に至る
まで、環境負荷の小さい企業活動を目指します。
また海外での販売も展開していますので、よりグローバルな差別のない労働環境の構築も目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

梱包資材の非プラスチック材への転換

エネルギー消費量の削減


